
・事例はなかったが、相談があった際には適宜対応することとした。

②
Ｂ

①
Ｂ

③
Ｃ

④
Ｂ

①
Ｂ

②
Ｂ

・早期発見、介入につなげた。（２名）

・医療的コーディネータの配置に向け検討。令和8年度からの配置につなげた。

・教育委員会と保健福祉課との間で共有を図り、関係者等との相談等に対応。

・障がいを理由とした参加制限を行うことはなかった。

（令和8年1月）

（２）生涯学習施設の充実

・村身体障害者福祉会に対し補助金を交付し、社会参加の促進を支援した。

外出の目的が趣味やスポー
ツである人の割合

R5 28.1 % - -

D
o

成
果

・児童クラブにおいて医療的ケア児の受入、施設での活動支援に対応。

・発達障がい児の家族向けワークショップ（県事業）をホームページで周知。

（１）教育施設の充実

北塩原村障がい者計画　進捗管理・評価シート(令和７年度）

基本施策 ４　教育・育成

施策目標 基準値
実績値 目標値

達成率
R6 R7 R8 R9 R10 R11 (R11)

・情報共有体制を整備し活動実態を把握 → 障がい者体験等の実施を確認

100

p

l

a

n

取組項目

（１）教育施設の充実
①早期発見・早期療育の推進
・障がいや発達に課題のある子どもの早期発見・早期治療へつなげる医
療・保健・福祉の連携、支援ネットワーク機能の充実
②療育支援体制の充実
・特性、ニーズに応じた療育体制の充実
・医療的ケア児の適切な支援
③保育・幼児教育の充実
・保育所・幼稚園での受入体制の充実、保育所・幼稚園への専門機関によ
る助言や連携強化
④福祉教育の推進
・学校教育における道徳教育、ボランティア活動、総合的な学習の時間に
おける思いやりを持つこころの育成

（２）生涯学習施設の充実
①参加しやすい環境づくり
・障がいがあってもイベント、行事等に参加しやすい移動支援等のサービ
ス（合理的配慮）
②障がい者を支える活動の支援
・障がい者を支える家族や団体等の活動支援

有有
医療的ケア児の受入れ

体制の整備
R5 無 有

40
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・会員の高齢化に伴い、活動への参加者が減少している。

・広報活動や学校交流の実施に向けた具体的な検討・調整が進まなかった。

・障がい当事者による講話・交流事業の検討。

・福祉施設訪問・施設利用者との交流事業の検討。

②

④

・情報共有体制を整える。

（２）生涯学習施設の充実

①

・圏域での広域連携により受入れ可能な事業者の開拓・情報共有を図る。

②

③

④
・活動実態の把握が不足

（２）生涯学習施設の充実

①

・村身体障害者福祉会の会員の新規獲得が困難。

・障がい当事者・家族・団体との連携・社会福祉協議会との連携が必要

・移動支援事業の制度はあるが、10年以上実績がない。
・利用希望があった際、事業者との調整が困難。
・対応できる事業者の確保ができていない。
・利用ニーズを把握できていない。

・ペアレントトレーニングの場の周知

①

・事業の広報に努め、利用希望者がいる場合に備え、円滑にサービスを受けること
ができる体制を整える。
・広報誌、ホームページでの周知

②

・新規会員の獲得、共生社会の実現に向け、多様な媒体を活用し広報活動を行う。

（１）教育施設の充実

・保護者が安心して相談できる体制を整備する。

・乳幼児健診などにおける早期発見の機能強化し介入につなげる。

②

・事業の広報に努め、利用希望者がいる場合に備え、円滑にサービスを受けること
ができる体制を整える。

・【保育所等訪問支援事業】ホームページ、広報、LINE等で周知

自己
評価

(前年度)

Ｂ　概ね順調に進んでいる
(Ｂ　概ね順調に進んでいる)

（１）教育施設の充実

①
・保護者との関わり方や早期介入、支援につなげることが困難。

・保護者が障がい受容に至るまでの心理的プロセスへの配慮。

・全国的に支援を必要とする対象者は増加しているが、必要なサービス事業者が不
足。
・希望するサービスを早期に利用することが困難。

・医療的ケア児の受入においては、看護師や支援員の確保が困難。

・保育所や幼稚園に対し、保育所等訪問支援事業の周知が不足していた。

自
立
支
援
協
議
会
の

意
見

〇移動支援事業の制度について、単なる付き添いではなくて、介助者が
車に乗せて一緒に同行するニーズが多く、車への搬入や車椅子対応が現
行制度では十分に対応できていない。一緒に乗せて行く仕組みを検討す
る必要がある。
〇身体障害者福祉会について、集まること自体が大変になっており、足
の確保や場所の確保、遠慮への配慮が課題。「輪に入れない」と感じて
いる方が多く、声をかけても躊躇される。皆さんから「このぐらいでい
い」と思ってもらえるような声掛けが大切。

自立支援協議会

の評価

（前年度）

Ｂ
（Ｂ）

A
c
t

今
後
の
取
組

課
題

C
h
e
c
k

・近隣市町村や県、障がい福祉関係機関と連携し、サービス提供体制の確保に努め
る。

③
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